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事業計画書 事業計画書

先進都市推進委員会

委 員 長 渡邉　健吾

副 委 員 長 田中　俊助　　龍門　理恵

運 営 幹 事 中村　佳貴

会 計 幹 事 大塚　海人

書 記 幹 事 松本　将吾

委 員 市川　卓弥　　伊藤　克昇　　小林　幸平　　齋藤　勝博 

佐々木　聡　　佐藤　択磨　　鳥海　宏幸　　松本　正志 

森川　　恵　　吉住　孔佑 

基 本 方 針 近年の少子高齢化や核家族化、または自然災害や感染症などから発
生する問題による社会環境の大きな変化は、私たちの生活に多大な影
響を与えています。これらは地域間で連携して解決すべき問題であり、
地域の中枢部である私たちの活動エリアが率先垂範して問題を解決し
ていくことが重要です。そのために公益社団法人埼玉中央青年会議所
は地域のパートナーと連携し、地域市民を巻き込んで地域づくりに励
む必要があります。

私たちは、いずれ起きる人口減少問題の対策や災害時等における各
都市の広域連携ビジョンを多くの市民に周知します。そして、地域の
パートナーと連携し、市民自身にそのビジョンへ向けて行動していく
ための意識を醸成させ、相乗効果を生み出します。また、公益社団法
人埼玉中央青年会議所メンバー一人ひとりが率先して未来に向けた方
針やまちづくりの理解を深めることにより、私たち自身が住みゆく地
域を正しく変革させる実行力を養います。そして、社会課題を解決で
きる人材を育みます。

市民が、目指すべき未来イメージを共有し実行していくことで、私
たちが住み暮らす地域は様々な社会環境の変化に対応できる強靭な先
進都市へと発展します。そして私たちが持続可能な地域づくりを牽引
することで、この地域において必要不可欠な存在であり続けます。

予算総額 1,100,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 6 月第 1 例会の企画・運営 300,000円

2 ．地域の発展に寄与する事業の企画・運営 800,000円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

合 計 1,100,000円

渉外委員会

委 員 長 安部　洋平

副 委 員 長 北西隆一郎　　西堀湧士郎

運 営 幹 事 田中　雄大

会 計 幹 事 林　　友哉

書 記 幹 事 曽田　　英

委 員 飯塚　　啓介　石島　英三　　板垣　　剛　　井戸沼昭宏

大塚　友輔　　高橋　辰也　　村田　大樹　　森川　大輔　　

山井　拓也

基 本 方 針 私たちは、各種大会・出向を通して各地の仲間との交流や文化に触
れる機会が多くあります。先進的な運動を継続するためにも、その機
会を活かし、活動エリアを越えて多くの価値観に触れ、メンバー一人
ひとりが多角的な視点と感性を養うことが重要です。

メンバーに出向の魅力と価値を伝え、活動エリアを超えた運動の意
義と出向への契機を創出します。各種大会との連携を強化し、大会プ
ログラムだけではなく開催地の文化や歴史に触れ、目的や意義を効果
的に発信し、成長する喜びを共感することでメンバー同士が主体的に
参加する意識を高めます。さらに、地域間交流に視野を広げ、私たち
の地域が誇る文化を発信することで、地域に対する多角的視点を養い
ます。また、出向者とメンバーのより強固な連携を構築し、出向者が
得た学びをメンバー一人ひとりに発信することで活動への理解を深め
ます。そして、出向者が得た知見を組織に波及していき、メンバー一
人ひとりの自己成長に繋げます。

国内外の組織から享受する交流の機会によって、多角的な視点と感
性を養い、地域や文化を跨ぐリーダーとして新たな価値を創造するこ
とで、メンバーは求心力のある人間に成長します。組織は多様性に満
ち、より効果的で先進的な運動展開が可能となります。

予算総額 70,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 8 月第 1 例会の企画・運営 70,000円

2 ．国内・国際各種大会等の情報収集、発信ならびに現地対応 0円

3 ．出向者への協力支援及び活動のLOM内発信 0円

4 ．会員拡大活動の実施 0円

5 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

6 ．出向支援に関する事項 0円

7 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

8 ．JCI日本との連携 0円

9 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

10．OB・シニア会との連携 0円

合　　　　　　　　　　計 70,000円


